
 

 

 

令和８年度 
 

 

 

 

シ ラ バ ス 

SYLLABUS 

 

 

 

 

 

作業療法学科１年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

目  次 

 

カリキュラム 

基礎分野(理学・作業療法学科) 

人間関係論 ............................................................................... 1 

ユニバーサルスポーツ ..................................................................... 2 

情報科学 ................................................................................. 4 

健康増進科学 ............................................................................. 5 

英語コミュニケーション(English Communication for Nursing Students) ....................... 6 

総合科学 ................................................................................. 7 

保健社会行動学 ........................................................................... 9 

 

専門基礎分野(理学・作業療法学科) 

解剖学Ⅰ ................................................................................ 11 

解剖学Ⅱ ................................................................................ 13 

生理学Ⅰ ................................................................................ 14 

生理学Ⅱ ................................................................................ 16 

運動学Ⅰ ................................................................................ 18 

人間発達学 .............................................................................. 20 

病理学 .................................................................................. 21 

老年医学 ................................................................................ 22 

臨床心理学 .............................................................................. 23 

リハビリテーション医学 .................................................................. 24 

リハビリテーション概論 .................................................................. 26 

地域保健医療福祉論 ...................................................................... 27 

社会保障経済学 .......................................................................... 28 

 

専門分野(作業療法学科) 

作業療法概論 ............................................................................ 29 

基礎作業学Ⅰ ............................................................................ 31 

基礎作業学Ⅱ ............................................................................ 32 

作業科学 ................................................................................ 33 

作業療法評価学Ⅰ ........................................................................ 34 

作業療法評価学Ⅱ ........................................................................ 35 

作業療法評価学演習Ⅰ .................................................................... 36 

基礎作業療法治療学 ...................................................................... 37 

生活環境論 .............................................................................. 38 

見学体験実習 ............................................................................ 39 

基礎評価実習 ............................................................................ 40 



 

 

 

 

 

 

基 礎 分 野 

 

理学療法学科 

作業療法学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1 

 

【科 目 名】人間関係論 
【教 員 名】河野 裕美子、田村 恭佑 
【教員の実務経験】□有 
         ■無(作業療法士免許及び経験を有する教員が、相対的な人間関係・医療従事者と 

して生まれる人間関係について教授する。) 
【授業方法】□講義   ■演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(30時間) 
【授業概要と目的】「人間関係論」とはホーソン実験によって得られた発見をもとに経営組織の諸状況 
が人間関係によって規定され、その因果関係を体系化した理論である。人間関係が成立維持されてい 
くためのコミュニケーションについて学び、実技を通して学ぶ。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．医療現場において必要な能力を身につける。 

 ２．面接・観察法についての目的及び種類を理解し留意点をふまえ実施できる。 
 ３．チーム医療を理解する。 
 ４．医療の現場での人間関係、患者、家族等への理解を深める。 
【教 科 書】なし 
【参考書等】資料配付 
【成績評価】□定期試験 □小テスト ■課題レポート(100％) □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 基本姿勢① 医療現場、指導者としてのスキルを身につける。① 田村 恭佑 

2 基本姿勢② 医療現場、指導者としてのスキルを身につける。② 〃 

3 観察・面接① 観察・面接の目的や種類、注意点について教授する。 〃 

4 観察・面接② 観察・面接の実践とフィードバック 〃 

5 接遇① 社会人としての基本を身につける。 河野 裕美子 

6 チーム医療 チーム医療における人間関係を体験する。 〃 

7 コミュニケーション① コミュニケーションの基礎について教授する。① 〃 

8 コミュニケーション② 
コミュニケーションの基礎について教授する。② 
学生同士コミュニケーションの取り方について。 〃 

9 コミュニケーション③ 
車椅子操作について教授する。学生同士で車椅子介
助を行うことでコミュニケーションをはかる。 

〃 

10 コミュニケーション④ グループで会話、受容、協力関係形成について。 〃 

11 コミュニケーション⑤ コミュニケーションまとめ 〃 

12 模擬症例① 模擬症例でコミュニケーション実演を行う。① 田村 恭佑 

13 模擬症例② 模擬症例でコミュニケーション実演を行う。② 〃 

14 まとめ 学生同士でのコミュニケーション実演 〃 

15 ふりかえり 学生同士でのコミュニケーション実演の振り返り 〃 

【授業時間外の学習】配付された資料を基に、その内容を自分なりにノートにまとめておくこと。十分
な理解を得るためには予習及び復習を必ず行う。十分な理解を得るためには予習及び復習には、各２
時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義および演習・実習に対す 
る取り組みの姿勢(私語や受講態度)については厳しく指導する。グループワークは積極的に参加する。 

【オフィスアワー】毎金曜日 17時から 17時 30分まで(本館事務室前) 
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【科 目 名】ユニバーサルスポーツ 
【教 員 名】宮本 實、中西 広大、田村 恭佑 
【教員の実務経験】□有 
         ■無(日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格を有し、種別・年齢層も幅広く指 
                       導を行っている。ゲートボールにおいても指導者及び審判資格を有して、長 
                       年の活動経験及び教育現場における指導経験を活かし、臨床現場において実 

践的に役に立つ授業を実施する。臨床現場で経験のある作業療法士の教員が 
その経験を活かし実習を行う。) 

【授業方法】□講義   ■演習   ■実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(30時間) 
【授業概要と目的】ゲートボールは健祥会の「会技」であり、スポーツとしてだけでなく規律を重んじ、 
人びとに接する時の接し方を含めた授業とする。地域の高齢者と、ゲートボール交流大会を行い話し 
合いの場を持つことを目的とする。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．ゲートボールを通じて高齢者と会話する糸口となる。 

 ２．スポーツに限らず全てにおいて礼に始まり礼で終わる規律を理解する。 
 ３．ゲートボールでチームワーク・コミュニケーションの大切さを理解する。 
 ４．私の就業経験を伝達することで実社会の規律を身につける。 
 ５．集団競技や障がい者スポーツを知り、実践することによりチームワーク・コミュニケーションの 

大切さを理解する。 
【教 科 書】適宜資料配付 
【参考書等】 
公益財団法人日本ゲートボール連合発行：公式ゲートボール競技規則 審判実施要領 2015.ＤＶＤ他 
中村太一著：Ｑ＆Ａ・上達ハンドブック①・②・③・④・⑤･理想の一手他 

【成績評価】■定期試験(80％) □小テスト ■課題レポート(欠席者のみ) ■その他(実技 20％) 

【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 
ゲートボール 

とは 

講義 ゲートボール競技のあらまし 

ビデオを観戦してルールとマナーを知る 

(挨拶・握手・有難う) 
宮本・中西 

2 ルールの詳細 
実技 ゲートボール競技とはどのような競技かを 

コートで実践してみる 
〃 

3 〃 

講義 ゲートボール競技のルールについて説明 

実技 実戦でプレーをしながら、ルールを覚えながら感
覚をつかむ① 

〃 

4 〃 
実技 実戦でプレーをしながら、ルールを覚えながら

感覚をつかむ② 
〃 

5 〃 

講義 ゲートボール競技のルールと諸規程(ドーピング
検査説明含む) 

実技 紅白に分かれて試合形式の流れを知る 
〃 

6 〃 
実技 審判員のジェスチャー・セレモニーの仕方を実戦

で覚える① 
〃 

7 
定期試験模試 
審判員について 

講義 ゲートボール想定問題集の解説 

実技 審判員のジェスチャー・セレモニーの仕方を実戦
で覚える。 

〃 

8 審判員の仕方 
実技 審判員と競技者に分かれて審判の仕方及び競技

者のマナーを覚える 
〃 

9 交流大会 
実技 地域の方々と交流の中でコミュニケーションを 

図り、指導・アドバイス等を学びゲートボールの
面白さを覚え、今後の活動に活かす① 

〃 

10 〃 

実技 地域の方々と交流の中でコミュニケーションを 

図り、指導・アドバイス等を学びゲートボールの
面白さを覚え、今後の活動に活かす② 

〃 

11 運動効果 
指導者に必要な資質や運動により得られる様々な効
果について教授する 

田村 恭佑 
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12 概論 障がい者スポーツの意義と理念について教授する 田村 恭佑 

13 安全管理 安全管理や指導上の留意点・工夫について教授する 〃 

14 
障がい者スポーツ

① 

実技 障がい者スポーツにおける指導上の注意点と
工夫について① 

〃 

15 
障がい者スポーツ

② 

実技 障がい者スポーツにおける指導上の注意点と
工夫について② 

〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語を確認するとともに、そ 
の内容を自分なりにノートにまとめておくこと。予習及び復習には各 1時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は教員の指示に従い、自他への損害を与えないことに注意を払う。講義 
中の私語・勝手な行動については厳しく指導する。実技は運動着を着用し、準備・片付けも含め積極 
的に行うこと。物品の管理について、報告・連絡・相談を徹底すること。 

【オフィスアワー】田村：毎金曜日 17時から 17時 30分まで(本館事務室前) 
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【科 目 名】情報科学 
【教 員 名】井手 法子 
【教員の実務経験】□有 
          ■無(教育実績をもつ教員が、臨床現場において実践的に役立つ授業を実施する。) 
【授業方法】□講義   ■演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】 作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(30時間) 
【授業概要と目的】現代社会において、コンピューターの利用は欠かせず、機器の発展と同じく利用率 
も向上している。その為、本学で導入しているタブレットの使用方法とビデオ会議システムの使用を 
始め Office系ソフト（Word、Excel、PowerPoint）の基本的使用について課題を交えながら学ぶ。 

【到達目標】  
受講者は、タブレットの基本的な操作方法が理解でき使用する事が出来る。 

 受講者は、Office系ソフト（Word、Excel、PowerPoint）を使用し、レポート作成・プレゼンテーシ 
ョンが行える。 

【教 科 書】適宜資料配信 
【参考書等】なし 
【成績評価】□定期試験 □小テスト ■課題レポート(100％) □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 
タブレットの初期設定(パスワードの設定等)について
教授する。 

井手 法子 

2 演 習① タブレットの使用方法について教授する。 〃 

3 演 習② Ｔｅａｍｓ、Ｚｏｏｍの使用方法について教授する。 〃 

4 演 習③ ロイロノートの基本的使用方法について教授する。 〃 

5 演 習④ ロイロノートの応用的使用方法について教授する。 〃 

6 演 習⑤ 
メール（Outlook）送信の基本、個人情報の取り扱いに
ついて教授する。 

〃 

7 演 習⑥ Word① 基本操作について教授する。 〃 

8 演 習⑦ Word② 図の挿入について教授する。 〃 

9 演 習⑧ Word③ 表の挿入について教授する。 〃 

10 演 習⑨ Excel① 基本操作について教授する。 〃 

11 演 習⑩ Excel② 表作成・計算について教授する。 〃 

12 演 習⑪ 経験記録の管理方法について教授する。 〃 

13 演 習⑫ 経験記録の管理方法について教授する。 〃 

14 演 習⑬ Power Point 基本操作について教授する。 〃 

15 演 習⑭ 
各コンテンツの実践と参考文献の書き方について教
授する。 

〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに、復習を行い、講義で指摘された専門用語を確認するとともに内 
容を自分なりにノートにまとめておくこと。予習及び復習には各 1時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】配付されたタブレットは、外部への通信使用ができるものとして注意が必要で 
あり、誤った使用方法に対して指導を行う。また、自身が設定したアカウント・パスワードの取扱い 
には細心の注意を要する。講義では、必ず配付されたタブレットを持参すること。Officeの講義まで 
にキーボードを準備することが望ましい。 

【オフィスアワー】毎金曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
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【科 目 名】健康増進科学 
【教 員 名】河野 裕美子、秋山 健太 
【教員の実務経験】■有(作業療法士として実務経験のある教員(河野)ならびに臨床の作業療法士(秋

山)が、臨床における健康増進のための作業療法プログラムについて講義を
行う。) 

         □無 
【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(30時間) 
【授業概要と目的】健康増進科学では、受講者が健康について理解を深め、心と体の両面からコンディ 
ショニングを図ることの意義を教授する。身体障害や精神障害、および老年期障害における健康増進 
について、障害者スポーツや介護予防、生活習慣病の予防を学ぶことを目標とする。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．健康増進を図る意義について理解する。 
２．障害者スポーツが身体、精神面に与える効果について説明できる。 
３．介護予防が身体、精神面に与える効果について説明できる。 

【教 科 書】適宜資料配信および配付 
【参考書等】東京商工会議所編：福祉住環境コーディネーター検定試験 ２級 公式テキスト 改訂６版． 
          清水忠彦，佐藤拓代編集：わかりやすい公衆衛生学 第４版．ヌーヴェルヒロカワ，2015． 
【成績評価】□定期試験 ■小テスト（50％） ■課題レポート（50％） □その他 

【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 健康とは 健康とは 健康の定義について教授する。 河野 裕美子 

2 〃 健康とは 人口動態について教授する。 〃 

3 〃 健康とは 健康の捉え方について教授する。 〃 

4 精神障害 精神障害の概要と健康について教授する。 秋山 健太 

5 〃 精神障害の健康理解について教授する。 〃 

6 健康とは 健康教育について教授する。 河野 裕美子 

7 〃 ヘルスプロモーションについて教授する。 〃 

8 多職種連携 多職種連携について教授する。 〃 

9 〃 作業療法・作業療法士について理解する。 〃 

10 障害者スポーツ 全国障害者スポーツ大会の概要について教授する。 〃 

11 老年期 高齢期の生理的・身体的特徴について教授する。 〃 

12 高齢者疑似体験 高齢者の姿勢や特徴について体験する。 〃 

13 介護予防 介護予防について教授する。 〃 

14  〃 介護予防について計画を立案する。 〃 

15    〃 介護予防について立案した計画を実践する。 〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語や配信された資料を確認 
するとともに、その内容を自分なりに自己学習ノートで作成し、まとめておくこと。予習及び復習に
は各 1時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義においては必ずタブレットを持参すること。講義ならびに演習においては、 
個人ならびに集団活動で協力して取り組まなければならない。講義中の私語・勝手な行動については 
厳しく指導する。 

【オフィスアワー】河野：毎水曜日 17時から 17時 30分まで(本館事務室前) 
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【科 目 名】英語コミュニケーション(English Communication for Nursing Students) 
【教 員 名】Daniel Frost 
【教員の実務経験】□有 
         ■無(The latest knowledge need to be acquired through literature written 

in English.Having great achievements in education, I give you practical 
lessons, using his experiences, which are sure to be useful on the 
clinical spot.) 

【授業方法】□講義   ■演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(30時間) 
【授業概要と目的】Practical English for Rehabilitation and Nursing. 
【到達目標】To give students conversation tools for their careers and life opportunities.  
【教 科 書】資料配付 
【参考書等】資料配付 
【成績評価】□定期試験  ■小テスト(20％)  □課題レポート  

■その他(presentation 40％)(class 40％)  
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 Introductions Introduction of class Daniel Frost 

2 〃 About me – Likes, Dislikes, Favorites 〃 

3 Questions  Be, Do, can, questions 〃 

4 〃 Wh- questions 〃 

5 Descriptions Using Adjectives 〃 

6 〃 Talking about people 〃 

7 Test Questions and Descriptions 〃 

8 Expansion Nursing vocabulary  〃 

9 〃 Situations, Conversation Manners 〃 

10 Scenario Blood Tests 〃 

11 〃 Vital Sign 〃 

12 〃 OT/PT specific scenarios 〃 

13 Final Preparation for English Presentations 〃 

14 〃 English Presentations 〃 

15 〃 English Presentations 〃 

【授業時間外の学習】Please use any opportunity to try improving your English, listening as  
Well as speaking. You need for each around two hours for preparations for lessons and a 
review. 

【履修条件・注意事項】Active participation and individual  efforts in class will be reflected 
in the final grade. 
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【科 目 名】総合科学 
【教 員 名】羅 成圭、佐尾山 晴実 
【教員の実務経験】□有 
                  ■無(教育実績を持つ教員が、基礎医学と国語表現について教授する。) 
【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(30時間) 
【授業概要と目的】私たちをはじめとした生物は生きていますが、そもそも「生きる」とは何でしょう 

か？「生きている」とはどのようなことなのでしょうか？普段見過ごしてしまいがちなこの疑問に対 

し、皆さんと共に考えることで、医学の基礎となる生理学や解剖学の学修の基盤を創ることを目的と 

しています。 

 ・国語の表現の特色、語句や語彙の成り立ち及び言語の役割について理解を深める。 
・情報を収集、整理し、言葉遣いや文体など表現を工夫して話したり、書いたりする。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
 ・生きるために我々生物が行っている様々な活動の概要を理解する。 

・生物の多様さと複雑さを理解する。 

・生理学、解剖学を学ぶ上での基盤としての基礎知識を習得する。 
・日本語の語彙を増やし、自分の考えを論理的に述べることができる。 
・敬語を正しく使い､目的や場に応じた表現ができる｡ 
・目的に応じた効果的な文章を書くことができる。 

【教 科 書】必要な資料は適宜プリント等で配付する 
【参考書等】辞書(手持ちのものでよい) 
【成績評価】羅 50点 □定期試験 ■小テスト（50%） □課題レポート ■その他(ミニレポートを

提出し、その記述内容の充実度により総合的に評価する。)（50%） 
            佐尾山 50点 □定期試験 ■小テスト(50%) ■課題レポート(50%) □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 
細胞（生物の最小

単位） 
全体の概説、生物の定義、細胞の中身と種類 羅 成圭 

2 
代謝（生物の化学

反応） 
酵素、呼吸、ATP 〃 

3 
殖える（生物の複

製） 
クローン、ウイルス、幹細胞 〃 

4 遺伝 身近な遺伝について理解する 〃 

5 
DNA（生物の設

計図） 
ゲノム、設計図の読み方 〃 

6 血液と循環 免疫、抗原抗体反応、ホルモン、循環器 〃 

7 骨格筋 筋肉の構造と役割 〃 

8 言語事項 
漢字の成り立ち、音訓、送り仮名、同音異義・同訓異

字について学ぶ 
佐尾山 晴実 

9 〃 類義語・対義語・四字熟語について学ぶ。  

10 〃 慣用表現を学ぶ 〃 

11 〃 敬語表現を学ぶ 〃 

12 表現 
原稿用紙の使い方、話し言葉と書き言葉、文体統一に
ついて学ぶ 

〃 

13 〃 簡潔な表現にするための基礎練習 〃 

14 〃 六百字で文章を書く 〃 
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15 表現 
添削された文章を清書して完成させる 級友の優れ
た作品を味わう 

佐尾山 晴実 

【授業以外での準備学習の具体的な内容】レポート課題の準備をしてくること。予習及び復習に各 1時
間程度を要する。 

【履修にあたっての留意点】忘れ物のないようきちんと準備をして出席すること。 
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【科 目 名】保健社会行動学 
【教 員 名】三宅 雅史、藤原 範子 
【教員の実務経験】□有 
         ■無(医師免許もしくは看護師免許及び経験を有する教員(三宅、藤原)が講義を行 

う。) 
【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学・作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(30時間) 
【授業概要と目的】 
・社会構造や関係が健康関連行動や健康生成に影響するメカニズムについて学習する。 

  ・公衆衛生学全般について、基礎的な内容を広く教授する。保健統計、疾病予防や健康管理、環境保 
健、地域保健、母子保健、学校保健、産業保健、高齢者保健などについて講義を行う。 
公衆衛生全般について学習することは、高齢社会に突入したわが国における PT・OTの役割や必要 
性、位置づけを理解する上で重要である。 

【到達目標】 
 ・健康に関わる多くの社会問題や保健行動を理解し、医療従事者として、どのような支援が健康へつ 
  ながるかを理解し、説明ができる。 
 ・PT・OT等の医療福祉分野の専門職を目指す人は、地域の人々の健康状態を客観的にとらえ、問題点 

を正しく認識した上で、関連職種と連携して活動する必要がある。そのために、高齢社会に突入し 
たわが国における公衆衛生の現状について理解し、パブリックヘルスマインドを身に付ける。 

【教 科 書】 
松本千明著：医療・保健スタッフのための健康行動理論の基礎 生活習慣病を中心に 第２版．医歯薬 
出版，2024． 
清水忠彦，佐藤拓代編集：わかりやすい公衆衛生学 第４版新装版．ヌーヴェルヒロカワ，2026. 

【参考書等】 
畑栄一，土井由利子編：行動科学 健康づくりのための理論と応用 改訂第２版．南江堂，2009． 
厚生の指標「国民衛生の動向」．財団法人 厚生統計協会 
医療情報科学研究所編：公衆衛生がみえる．メディックメディア 

【成績評価】三宅 100点 ■定期試験(100％) □小テスト □課題レポート □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 
公衆衛生とは 

健康と環境、疫学
的方法 

公衆衛生の概念を理解するとともに、健康を規定する
種々の要因を解析する上で必要となる疫学について学
習する。 

三宅 雅史 

2 
健康の指標、 

感染症とその予
防 

集団の健康水準を示す指標を理解する。感染の成立要因
や伝播様式や予防対策を学習する。 

〃 

3 
食品保健と栄養 

生活環境の保全 

食品衛生の制度や栄養についての正しい知識を習得す
る。環境と健康の関係を理解し、その対策について学習
する。 

〃 

4 
医療・介護の保障
制度、地域保健活
動 

医療に関わる社会保障制度について学習する。ヘルスサ
ービスの構造について理解する。 

〃 

5 
母子保健 

学校保健 

少子化社会であるわが国の母子保健や学校保健の現状
を理解する。 

〃 

6 
生活習慣病・難病
対策 

がん、心疾患、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病の現状
や対策を学習する。難病対策について理解する。 

〃 

7 
健康教育とヘルス

プロモーション 

精神保健福祉 

健康教育とヘルスプロモーションの概念や取り組み、精
神保健福祉について学習する。 

〃 

8 
産業保健 

これからの公衆
衛生 

産業保健の概要やそれに関連する法規、労働衛生の 3 管
理、職業病やその対策、職場におけるヘルスプロモーシ
ョンを学習し、公衆衛生の今後について考える。 

〃 

9 
感染予防策 標準予防策、実習に向けて 

藤原 範子 

10 〃 
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11 
保健社会行動と
は 

保健社会行動についてのオリエンテーション。保健行動
理論の歴史 

三宅 雅史 

12 行動モデル① 
様々な健康課題から身近な保健行動に目を向けモデル
を学習する。①KAP、ヘルスビリーフ・モデル他 

〃 

13 行動モデル② 
様々な健康課題から身近な保健行動に目を向けモデル
を学習する。②TRA 他 

〃 

14 動機付け理論他 行動変容のメカニズムと行動変容ステージについて 〃 

15 
保健行動と社会/ 

文化 

保健行動に影響する社会とは何か(事例) 
社会関係に関する理論・保健行動に影響する文化とは何
か(海外の事例) 

〃 

【授業時間外の学習】事前学習をして授業に参加すること。 

【履修条件・注意事項】 
1) 講義中は講義をよく聞いて理解する。指定された教科書と配付した講義プリントを持参すること。

受講態度については厳しく指導する。疑問点があれば積極的に質問すること。 
  2) ディスカッションには積極的に参加すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

専 門 基 礎 分 野 

 

理学療法学科 

作業療法学科 
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【科 目 名】解剖学Ⅰ 
【教 員 名】守田 剛、北田 功 
【教員の実務経験】□有 
                  ■無(教育実績をもつ教員(守田)と理学療法士免許及び経験を有する教員(北田)が、 

人体および人体を構成している細胞・組織・器官の形態・構造の基本を系統的 
に教授する。) 

【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・３単位(90時間) 
【授業概要と目的】解剖学は医学の基礎であり、人体の構造と機能を理解することなく医学を修得する 
ことは不可能である。本授業では解剖学の全体像を示し、理学療法士と作業療法士に必要な解剖学に 
ついて学び、人体の各臓器や骨格、関節、神経・筋の構造や特徴についての知識を身につける。 
１．人体の筋と神経の構造について学習し、筋と神経の関連を理解する。 
２．医療を学ぶ上で、対象とする人体の構造がどのように構成されているのかを理解する。解剖学は 

臨床の現場において最低限の知識であり、また臨床に応用するための基礎として重要である。 
３．学生が人体の筋と神経の構造や種類、走行について知り、理解できるようになることを目的とす 

る。 
【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．人体の各臓器の位置及びその構造と機能を説明することができる。 
２．骨格の概要および骨の基本構造と各骨の形態的特徴を説明することができる。 
３．骨の連結について基本構造と様々な結合様式を説明することができる。 
４．関節の名称、構造およびその特徴を説明することができる。 
５．神経系の構成を説明することができる。 

 ６．末梢神経系における神経の名称および支配する筋を正しく説明することができる。 
 ７．神経路の伝達について説明することができる。 
 ８．人体の主要な骨格筋について、その名称、構造(起始・停止、走行、神経支配、など)を知り、そ 

の作用を説明することができる。 
 ９．隣接筋との位置関係を説明することができる。 
【教 科 書】野村嶬編集：標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学 第６版．医学書院，2024． 
【参考書等】適宜資料配付・配信 
【成績評価】■定期試験(60％) ※守田(40％)、北田(20％) 

■小テスト(40％) ※北田の担当授業内で実施します。□課題レポート □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 解剖学総論 
解剖学とは何かを説明し解剖学用語、人体の構成を概
説する。 

守田 剛 

2 
内臓学 
循環器系① 

内臓器官の基本構造と循環器系について概説する。 〃 

3 循環器系② 動脈系、静脈系、リンパ系について概説する。 〃 

4 呼吸器系 鼻、咽頭、喉頭、気管、気管支、肺について概説する。 〃 

5 消化器系 口腔から大腸の消化器系について概説する。 〃 

6 
泌尿器系 
生殖器系 

腎臓、尿管、膀胱、尿道について概説する。男性およ
び女性生殖器について概説する。 

〃 

7 内分泌系 内分泌器官の構造と機能について概説する。 〃 

8 感覚器系 外皮、味覚、平衡感覚、視覚器について概説する。 〃 

9 骨学総論 骨と骨格および軟骨について説明する。 北田 功 

10 
脊柱、椎骨、 
胸郭 

脊柱と椎骨、胸郭を構成する骨について説明する。 〃 

11 上肢骨 上肢帯と自由上肢を構成する骨について説明する。 〃 

12 〃 〃 〃 

13 〃 〃 〃 

14 下肢骨 下肢帯と自由下肢を構成する骨について説明する。 〃 

15 〃 〃 〃 



 

12 

 

16 下肢骨 肢帯と自由下肢を構成する骨について説明する。 北田 功 

17 小テスト 頭蓋 頭蓋骨の連結について説明する。 〃 

18 
頭部、脊柱、 
胸郭 

脊柱と頭蓋、胸郭の連結について説明する。 〃 

19 上肢帯の連結 胸骨と鎖骨、肩甲骨と鎖骨の連結について説明する。 〃 

20 〃 肩・肘関節、について説明する。 〃 

21 〃 腕尺関節、手関節について説明する。 〃 

22 下肢帯の連結 寛骨、股関節の連結について説明する。 〃 

23 〃 股関節、膝関節の連結について説明する。 〃 

24 〃 膝関節、脛腓関節について説明する。 〃 

25 足の連結 足関節について説明する。 〃 

26 〃 足部について説明する。 〃 

27 小テスト 確認テストと振り返りをする。 〃 

28 骨関節まとめ 骨・関節について復習する。 〃 

29 筋学総論、頭部 筋の一般的な構造と機能、頭部を概説する。 〃 

30 頸部、体幹の筋 頸部、体幹の筋について説明する。 〃 

31 上肢の筋 上肢帯の筋について説明する。 〃 

32 〃 上腕の筋について説明する。 〃 

33 〃 前腕と手の筋について説明する。 〃 

34 下肢の筋 臀部、股関節について説明する。 〃 

35 〃 大腿の筋について説明する。 〃 

36 〃 下腿および足の筋について説明する。 〃 

37 筋の支配神経 頸・胸～仙骨神経について説明する。 〃 

38 神経系総論 神経系について概説し、髄膜・脳室を説明する。 守田 剛 

39 脊髄・脳① 脊髄・延髄・橋について説明する。 〃 

40 脳② 中脳・小脳について説明する。 〃 

41 脳③ 大脳・間脳について説明する。 〃 

42 脊髄神経 脊髄神経の構造、種類および機能について説明する。 〃 

43 脳神経 脳神経の構造、種類および機能について説明する。 〃 

44 自律神経 自律神経の構造、種類および機能について説明する。 〃 

45 神経路 感覚・運動の神経路について説明する。 〃 

【授業時間外の学習】事前に資料を配付・配信するため、予習をすること。また、授業後はその日に復 
習を行い、講義で指摘された専門用語を確認するとともに内容を自分なりに配付資料あるいはノート 
にまとめておくこと。十分な理解を得るためには予習に 1 時間、復習に２時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
(私語や受講態度)については厳しく指導する。講義では、必ず指定された教科書及びタブレットを持
参すること。疑問点があれば積極的に質問をすること。 

【オフィスアワー】北田：毎月曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前)  



 

13 

 

【科 目 名】解剖学Ⅱ 
【教 員 名】奥野 剛史、田村 恭佑、髙田 弓 
【教員の実務経験】□有 
         ■無(作業療法士免許及び経験を有する教員が、解剖学について国家試験を見据え 

た学習法にて教授する。) 
【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】基礎となる解剖学Ⅰで学んだ知識を国家試験対策、臨床の現場でどのように生かす
か、復習をしながら理解を深める。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．身体各部位の名称と特徴を理解できる。 
２．臨床とどのようにつながるのかを理解できる。 
３．問題の形式を知ることで、正しい解答方法について理解できる。 

【教 科 書】 
医療情報科学研究所編集：からだがみえる 第１版 人体の構造と機能．メディックメディア，2023． 

【参考書等】 
 野村嶬編集：標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学 第５版．医学書院，2020． 
配付・配信資料 

【成績評価】□定期試験 ■小テスト(100％)  □課題レポート □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 骨 骨の名称について教授する。 奥野 剛史 

2 中枢神経系 脳・脊髄の名称と部位について教授する。 〃 

3 末梢神経系 末梢神経の名称と走行について教授する。 〃 

4 上肢帯① 上腕・前腕筋群の起始・停止・作用について教授する。 〃 

5 上肢帯② 手内筋群の起始・停止・作用について教授する。 〃 

6 下肢帯① 
大腿・下腿・足部の筋の起始・停止・作用・神経 
について教授する。① 

田村 恭佑 

7 下肢帯② 
大腿・下腿・足部の筋の起始・停止・作用・神経 
について教授する。② 

〃 

8 体 幹① 
体幹の筋の起始・停止・作用・神経について教授す
る。① 

〃 

9 体 幹② 
体幹の筋の起始・停止・作用・神経について教授する。
② 

〃 

10 筋系（まとめ） 下肢・体幹の筋について教授する（まとめ） 〃 

11 総論 細胞 細胞・組織・リンパ組織・感覚器について教授する。 髙田 弓 

12 総論 呼吸器系 咽頭・喉頭・気管と気管支・肺について教授する。 〃 

13 総論 循環器系 血管系・心臓・循環について教授する。 〃 

14 総論 消化器系 消化器について教授する。 〃 

15 総論 泌尿器系 腎臓・尿管・膀胱・尿道について教授する。 〃 

【授業時間外の学習】講義前に担当教員から指定された内容を確認し予習をしておくこと。授業の復習
として資料を配信するため、課題提出を行うこともある。予習及び復習には各 1 時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義及び演習に対する取り組
みの姿勢(私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず配付(配信)された資料およびタ
ブレットなどを持参すること。 

【オフィスアワー】 
奥 野：毎金曜日 17時 00分から 17時 30分(本館事務室前) 
田 村：毎金曜日 17時 00分から 17時 30分(本館事務室前) 
髙 田：毎金曜日 17時 00分から 17時 30分(本館事務室前) 
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【科 目 名】生理学Ⅰ 
【教 員 名】武田 英二、竹谷 豊、池住 祐哉、田村 恭佑、髙田 弓 
【教員の実務経験】□有 
                  ■無(医師(武田)および大学教授(竹谷)ならびに理学療法士・作業療法士免許を有 

する教員(池住・田村・髙田)が、療法士に必要となる生理学の基礎について 
講義を行う。) 

【授業方法】■講義   ■演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科・作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(60時間) 
【授業概要と目的】生体の正常な生理的機能を理解する。個々の器官や組織の働きを理解し、生体にお 
ける統合された適切な生命現象が発現される仕組みについて学修する。 

【到達目標】本講義では学生が生理学の基礎的な考え方や応用力を学び、さらに最新の知識も修得でき 
  ることを目的とする。 
【教 科 書】貴邑冨久子,根来英雄共著：シンプル生理学 改訂第８版．南江堂，2021． 
【参考書等】適宜資料配付・配信 
医療情報科学研究所編集：病気がみえる vol.７ 脳・神経 第２版．メディックメディア，2017． 

【成績評価】■定期試験(60％) ■小テスト(20％) □課題レポート ■その他(ポスター発表 20％) 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 生理学の基礎 
身体の構成成分、機能、細胞、ホメオスタシスを理解
する。 

武田 英二 

2 血液の生理① 血液の機能、組成、血漿、細胞成分を理解する。 〃 

3 血液の生理② 
血液の止血機構、生体防御機構、臓器機能の連携機能
を理解する。 

〃 

4 血液の生理③ 血液の機能、血液の組成、免疫機能について理解する。 〃 

5 循環の生理① 心臓のポンプ機能、心電図を理解する。 〃 

6 循環の生理② 心機能の調節、血管系とリンパ系を理解する。 〃 

7 循環の生理③ 
循環の調節(血圧、神経性調節、体液性調節)を理解す
る。 

〃 

8 循環の生理④ 脳、肝、肺、皮膚、筋肉等の局所循環を理解する。 〃 

9 循環器の生理① 心筋の基本的構造と性質について教授する。 池住 祐哉  

10 循環器の生理② 
大循環と小循環、刺激伝導系、スターリングの法則に
ついて教授する。 

〃 

11 循環器の生理③ 
心電図の基本(心拍数の数え方～頻脈・徐脈)について
教授する。 

〃 

12 循環器の生理④ 異常心電図の見方について教授する。 〃 

13 栄養と代謝① 
生体に必要な栄養素と体内での代謝の基本を理解す
る。 

竹谷 豊 

14 栄養と代謝② 
代謝の調節機構、エネルギー代謝の評価法とその意味
を理解する。 

〃 

15 栄養と代謝③ 生体での栄養と作用について理解する。 武田 英二 

16 消化と吸収① 消化器官の構造と機能を理解する。 竹谷 豊 

17 消化と吸収② 三大栄養素の消化・吸収の仕組みを理解する。 〃 

18 消化と吸収③ 消化・吸収における肝臓の役割を理解する。 〃 
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19 消化① 外分泌① 消化と吸収(胃～小腸)を理解する。 武田 英二 

20 消化② 外分泌② 消化と吸収(大腸～肛門)を理解する。 〃 

21 呼吸の生理① 呼吸機能、換気、ガス交換、ガス分圧を理解する。 〃 

22 呼吸の生理② 
酸素の運搬、二酸化炭素の運搬、呼吸の調節を理解す
る。 

〃 

23 呼吸の生理③ 肺換気量の調節、呼吸の異常、人工呼吸を理解する。 〃 

24 まとめ① 生理学のまとめ① 〃 

25 まとめ② 生理学のまとめ② 〃 

26 演習① スパイログラム(一秒率・一秒量)・心電図を演習する。 
池住・田村・

髙田 

27 演習② 
運動後の血圧・脈拍・呼吸動態について演習を通して
理解する。 

〃 

28 演習③ ポスター作成 池住・髙田 

29 演習④ ポスター発表① 〃 

30 演習⑤ ポスター発表② 〃 

【授業時間外の学習】講義で習った専門用語や内容を確認し、ノートにまとめる。予習及び復習には各
１時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義には教科書、ノート、タブレットを持参する。まじめに受講し、質問など 

 により講義内容の理解に努める。 

【オフィスアワー】 
武 田：火曜・水曜・木曜日 16時 30分から 18時(校長室) 
池 住：毎水曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
田 村：毎金曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
髙 田：毎水曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
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【科 目 名】生理学Ⅱ 
【教 員 名】武田 英二、竹谷 豊、池住 祐哉、田村 恭佑、髙田 弓 
【教員の実務経験】□有 
                  ■無(医師(武田)および大学教授(竹谷)ならびに理学療法士・作業療法士免許を有 

する教員(池住・田村・髙田)が、療法士に必要となる生理学の基礎について 
講義を行う。) 

【授業方法】■講義   ■演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(60時間) 
【授業概要と目的】生体の正常な生理的機能を理解する。個々の器官や組織の働きを理解し、生体に統 
合された適切な生命現象が発現される仕組みについて学修する。 

【到達目標】本講義では学生が生理学の基礎的な考え方や応用力を学び、さらに最新の知識も修得でき 
ることを目的とする。 

【教 科 書】 
貴邑冨久子，根来英雄共著：シンプル生理学 改訂第８版．南江堂，2021． 
医療情報科学研究所編集：病気がみえる vol.７ 脳・神経 第２版．メディックメディア，2017． 

【参考書等】適宜資料配付・配信 
【成績評価】■定期試験(60％) ■小テスト(20％) □課題レポート ■その他(ポスター発表 20％) 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 内分泌機能① ホルモンの性質・分泌調節・作用機序を理解する。 竹谷 豊 

2 内分泌機能② 視床下部・下垂体・副腎皮質ホルモンを理解する。 〃 

3 内分泌機能③ 甲状腺ホルモン・骨代謝のホルモン調節を理解する。 〃 

4 内分泌機能④ 副腎髄質ホルモン、膵臓ホルモンを理解する。 〃 

5 尿生成と排泄① 腎臓の構造と機能を理解する。 〃 

6 尿生成と排泄② 尿の生成と排尿の調節を理解する。 〃 

7 体液と調節① 体液組成と水・電解質、酸塩基調節を理解する。 〃 

8 内分泌① 下垂体～甲状腺ホルモンについて理解する。 武田 英二 

9 内分泌② 上皮小体～生殖ホルモン、その他について理解する。 〃 

10 
神経の基本的機
能① 

神経細胞、静止膜電位、活動電位を理解する。 〃 

11 
神経の基本的機
能② 

興奮の電動、興奮の伝達、シナプスを理解する。 〃 

12 神経① 神経細胞の形態、静止膜電位について教授する。 池住 祐哉 

13 神経② 活動電位、興奮の伝導について教授する。 〃 

14 
筋肉の基本的機
能① 

骨格筋の構造、筋収縮のしくみを理解する。 武田 英二 

15 
筋肉の基本的機
能② 

筋肉の長さと張力を関係、筋収縮のエネルギーを理解
する。 

〃 

16 神経系の機能① 中枢神経と末梢神経を理解する。 〃 

17 神経系の機能② 自律神経系を理解する。 〃 
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18 神経系の機能③ 体性神経系(脊髄、脳幹、小脳)と運動機能を理解する。 武田 英二 

19 神経系の機能④ 
体性神経系(大脳基底核、新皮質運動野)と運動機能を
理解する。 

〃 

20 神経系の機能⑤ 大脳皮質の構造、活動レベル、睡眠を理解する。 〃 

21 神経系の機能⑥ 
新皮質の構造、統合機能、辺縁系と視床下部の機能を
理解する。 

〃 

22 感覚の生理① 視覚を理解する。 〃 

23 感覚の生理② 聴覚、平衡感覚を理解する。 〃 

24 感覚の生理③ 嗅覚と味覚を理解する。 〃 

25 感覚の生理④ 体性感覚と内臓感覚を理解する。 〃 

26 演習① 視野検査、瞳孔反射について演習を通して理解する。 
池住・田村・

髙田 

27 演習② 静的触覚・二点識別覚検査を演習し理解する。 〃 

28 演習③ ポスター作成 池住・田村 

29 演習④ ポスター発表① 〃 

30 演習⑤ ポスター発表② 〃 

【授業時間外の学習】講義で習った専門用語や内容を確認し、ノートにまとめる。予習及び復習には各
１時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義には教科書、ノート、タブレットを持参する。まじめに受講し、質問など 

により講義内容の理解に努める。 

【オフィスアワー】 
武 田：火曜・水曜・木曜日 16時 30分から 18時(校長室) 
池 住：毎水曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
田 村：毎金曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
髙 田：毎金曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
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【科 目 名】運動学Ⅰ 
【教 員 名】森下 照大、松浦 康、奥野 剛史 
【教員の実務経験】□有 
                  ■無(理学療法士免許及び経験を有する教員(森下・松浦)と作業療法士免許及び経 

験を有する教員(奥野)が、骨・関節の構造と機能や神経系の働きに関する講義
を行う。) 

【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(60時間) 
【授業概要と目的】人間の運動は主として筋肉の収縮を原動力として骨格に伝達されている｡この授業 
では､人体の解剖と生理に関する基礎知識を習得する。また、骨・関節の構造と機能や神経系の働き 
について学び、理学療法・作業療法に応用できるように理解を深める。 

【到達目標】学生は解剖と生理に関する基礎知識を基に、骨・関節の構造と機能を理学療法・作業療 
法に臨床応用ができる。 

【教 科 書】中村隆一ほか著：基礎運動学 第７版．医歯薬出版，2025． 

【参考書等】資料配付 

【成績評価】■定期試験(100％) □小テスト □課題レポート □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 運動学概論 運動学の歴史，概要を理解する。 森下 照大 

2 身体運動と力学 基礎的な身体運動と力学を理解する。 〃 

3 運動学的分析 運動学的分析・解析の手法を理解する。 〃 

4 運動の法則 運動の法則について理解する。 〃 

5 てこの原理 てこの原理と身体応用を理解する。 〃 

6 組織と各器官 身体組織について理解する。 〃 

7 
運動器の構造と
機能 

運動器の構造と機能を理解する。 〃 

8 運動器について 運動器の構造と機能の理解 松浦 康 

9 頸部について 頸部の運動学的特徴の理解 〃 

10 体幹について 体幹の運動学的特徴の理解 〃 

11 股関節の運動 股関節の運動学的特徴の理解 〃 

12 膝関節の運動① 膝関節の運動学的特徴の理解Ⅰ 〃 

13 膝関節の運動② 膝関節の運動学的特徴の理解Ⅱ 〃 

14 足関節の運動① 足関節の運動学的特徴の理解 〃 

15 足関節の運動② 足部の運動学的特徴の理解 〃 

16 肩甲骨の運動 肩甲骨の運動について教授する。 奥野 剛史 

17 肩の運動① 肩甲上腕関節の運動について教授する。 〃 

18 肩の運動② 肩鎖・胸鎖・肩甲胸郭の運動について教授する。 〃 
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19 肘の運動 肘と前腕の運動について教授する。 奥野 剛史 

20 手関節の運動 近位・遠位手関節の運動について教授する。 〃 

21 手指の運動 母指と他指との協調運動について教授する。 〃 

22 上肢帯の運動 上肢帯としての連動について教授する。 〃 

23 神経系の基礎 中枢および末梢神経系の基礎について教授する。  

24 
運動の中枢神経
機構① 

反射と運動の関係について教授する。 〃 

25 
運動の中枢神経
機構② 

姿勢反射と立ち直りについて教授する。 〃 

26 
運動の中枢神経
機構③ 

随意運動の制御システムの基礎について教授する。 〃 

27 
感覚器の構造と
機能 

感覚器と運動の関係について教授する。 〃 

28 運動学習① 運動学習の基礎について教授する。 〃 

29 運動学習② 運動学習の応用について教授する。 〃 

30 運動学習③ 運動学習の応用と臨床での実際について教授する。 〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語を確認するとともに内容 

を自分なりにノートにまとめておくこと。十分な理解を得るためには予習及び復習には、各２時間程 

度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 

(私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず指定された教科書及びタブレットを持参 

すること。疑問点があれば積極的に質問をすること。 

【オフィスアワー】 
 森下：毎月曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
 奥野：毎月曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
 松浦：毎月曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
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【科 目 名】人間発達学 
【教 員 名】井手 法子 
【教員の実務経験】□有 
                  ■無(作業療法士免許及び経験を有する教員が、人間発達に伴う様々な知見ととも 
            に講義を実施する。) 
【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】 作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】人間発達学では、学生が、人の心身の発達を理解し、成長について身体的精神的な 
側面を通じて人生の質的な変化について学び、理解できるようになることを目標とする。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．発達の諸段階と各時期の発達ポイントを理解できる。 

 ２．発達の正常発達と発達障害について理解できる。 
 ３．発達課題について理解できる。 
【教 科 書】資料配付 
【参考書等】なし 
【成績評価】□定期試験 □小テスト（2 回：80％） □課題レポート（20％） □その他 

【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 基礎 発達の概論について教授する。 井手 法子 

2 身体の発達 生命徴候や身長体重の発育的変化 乳幼児健康調査 〃 

3 運動の発達 粗大運動の発達過程について教授する。 〃 

4 運動の発達③ 運動発達の理論 反射① 〃 

5 運動の発達④ 運動発達の理論 反射② 〃 

6 運動の発達⑤ 運動発達の理論 反射③ 〃 

7 運動の発達⑥ 微細運動及び上肢機能の発達について教授する。 〃 

8 感覚の発達 感覚情報と感覚統合について教授する。 〃 

9 遊びの実践① 発達を促す遊び（計画） 〃 

10 遊びの実践② 発達を促す遊び（実践） 〃 

11 遊びの実践② 実践の振り返り 〃 

12 言語の発達 言語の発達過程について教授する。 〃 

13 臓器の発達 呼吸・循環・代謝の発達について教授する。 〃 

14 社会性の発達 心理・社会性の発達について教授する。 〃 

15 道徳性の発達 古典的発達理論から道徳性の発達段階を教授する。 〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語や配付資料を確認すると 
ともに、その内容を自分なりに自己学習用ノートにまとめておくこと。十分な理解を得るためには予 
習及び復習には、各２時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
(私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず指定された資料およびタブレットなどを 
持参すること。また、疑問点があれば積極的に質問をすること。 

【オフィスアワー】毎金曜日 17時から 17時 30分まで(本館事務室前) 
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【科 目 名】病理学 
【教 員 名】川浦 昭彦 
【教員の実務経験】■有(実務経験のある医師が病理学に必要な医療的内容に関する講義を行う。) 
                  □無 
【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】医療を学ぶ学生にとって、病理学は基礎医学の総まとめであり臨床医学に入門する 
ために必要な学問である。学生がこれまで学習した内容を総括して、病気の原因、発生の仕組み、経 
過、病気が辿る最終的な結末(転帰)といった病気の本態に関する基礎を理解できるようになる事を目 
的とする。 

【到達目標】本講義では学生が病理学的な考え方を身につけ、臨床医学を十分に理解できることを到達 
目標とする。 

【教 科 書】渡辺照男,浅田祐士郎編集：カラーで学べる病理学 第６版．ヌーヴェルヒロカワ，2025． 
【参考書等】なし 
【成績評価】■定期試験(100%) □小テスト □課題レポート □その他 

【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 
病理学の領域・細
胞組織の障害 

細胞の微細構造と機能、組織、細胞障害など 川浦 昭彦 

2 
再生と修復・循環
障害 

再生、化生、幹細胞、再生医療、充血・うっ血など 〃 

3 循環障害(1) 房側循環など 〃 

4 循環障害(2) 
血液凝固と血栓、塞栓症、虚血と梗塞、浮腫、ショック
など 

〃 

5 循環障害(3) 高血圧など 〃 

6 炎症 
炎症とは、炎症の基本病変、急性炎症のメカニズム、急
性炎症の種類など 

〃 

7 
免疫とアレルギ
ー(１) 

生体における免疫系の役割、免疫系の仕組みと働きなど 〃 

8 
免疫とアレルギ
ー(２) 

アレルギー、自己免疫疾患、免疫不全症、移植免疫など 〃 

9 感染症 
感染症とは、人体における微生物の分布、病原微生物の
種類とその特徴など 

〃 

10 代謝異常 脂質代謝異常、糖質代謝異常、タンパク質代謝異常など 〃 

11 
生命の危機、腫瘍

(1) 

日本人の死因、生命の危機がもたらす損傷など/腫瘍の
分類と命名 

〃 

12 腫瘍(2) 腫瘍の形態、腫瘍の発生と発育 〃 

13 腫瘍(3) 悪性腫瘍の進展と転移、腫瘍と宿主の関係 〃 

14 腫瘍(4) 腫瘍の診断と治療、腫瘍の疫学 〃 

15 先天異常 
先天異常の原因・要因、主な先天異常、子宮内発育不全、
先天異常治療の可能性 

〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに、復習をおこない、講義で指摘された専門用語を確認するととも 
 に内容を自分なりにノートにまとめておくこと。十分な理解を得るために、予習及び復習には、各２ 
時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
 (私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず指定された教科書及びタブレットを持参 
すること。疑問点があれば積極的に質問をすること。理由のない遅刻や欠席は認めない。 

【オフィスアワー】火～金曜日 16時 30分から 17時 30分(本館事務室前) 
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【科 目 名】老年医学 
【教 員 名】川浦 昭彦、松島 史弥 
【教員の実務経験】■有(実務経験のある医師(川浦)ならびに理学療法士の資格を有する教員(松島)が、 

理学療法士・作業療法士に必要となる老年医学の基礎について教授する。) 
                  □無 
【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】世界１位の長寿国日本では、老人の人口における割合は高く、その有病率も高い。 
 よって PT,OTとして働く場合にも高齢者を治療することが多くなる。学生が高齢者に多い病気と病態 
を知り、理解できるようになることを目的とする。 

【到達目標】学生が高齢者特有の生理や病気の特徴を把握できることを到達目標とする。 
【教 科 書】大内尉義編集：標準理学療法学・作業療法学 老年学 第６版．医学書院，2025． 
【参考書等】なし 
【成績評価】■定期試験(100％) □小テスト □課題レポート □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 
老化と老年病の考
え方 

老化とは、老化による生理機能の低下と疾患、高齢者の
定義と分類 

川浦 昭彦 

2 
加齢に伴う変化
(生理) 

高齢者の生理機能の特徴、感覚機能の加齢変化 〃 

3 
加齢に伴う変化
(運動)/高齢者の
薬物療法の考え方 

高齢者の運動機能の加齢変化など/留意すべき点など 〃 

4 
高齢者に多い老年
症候群(1―11) 

老年症候群の概念、代表的な老年症候群 〃 

5 
高齢者に多い老年
症候群(12-25) 

代表的な老年症候群 〃 

６ 

加齢に伴う変化
（精神心理面）/性
差医療からのアプ
ローチ 

老化による認知機能の変化など/性差医療とは、女性か
らみた性差医療など 

〃 

7 
高齢者の定義およ
び人口動態 

高齢者の定義と世界と日本における人口動態 〃 

8 高齢者との接し方 高齢者との接し方の心得、医療従事者の心得など 〃 

9 高齢者の機能評価 高齢者の QOL改善のためになど 〃 

10 
高齢者の栄養状態
の評価と対策 

栄養障害、低栄養の現状、栄養管理のプロセスなど 〃 

11 
高齢者の臨床検査
値の評価 

臨床検査とは、検査基準値の設定方法と問題点など  

12 
高齢者に特徴的な
症候と疾患 

老年症候群を除く疾患（循環器疾患、呼吸器疾患など） 〃 

13 
老年学からのアプ
ローチ 

老年学とサクセスフルエイジングの理念など 松島 史弥 

14 

社会学・経済学か
らみた高齢社会/
高齢者の医療、介
護、福祉、保健 

高齢社会の問題、生産人口のみかたなど/医療など 
介護と福祉、介護保険制度、障碍者総合支援法など 

〃 

15 
高齢者の退院支
援、在宅医療 

退院支援の必要性と実際、介護保険制度の活用など 〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに、復習をおこない、講義で指摘された専門用語を確認するととも 
 に内容を自分なりにノートにまとめておくこと。十分な理解を得るために、予習及び復習には、各２ 
時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
 (私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず指定された教科書及びタブレットを持参
すること。疑問点があれば積極的に質問をすること。理由のない遅刻や欠席は認めない。 

【オフィスアワー】火～金曜日 16時 30分から 17時 30分(本館事務室前) 
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【科 目 名】臨床心理学 
【教 員 名】田村 隆宏 
【教員の実務経験】□有 
         ■無(教育実績をもつ教員がその経験を生かし、臨床現場において実践的に役に立 

つ授業を実施する。) 
【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】初回からの３回は臨床心理学に繋がる一般心理学領域の「人格・適応」分野から特
に「性格」に焦点を当て、性格の構造、性格検査、性格の発達に関する内容を中心とする。４回目以
降は、理学療法士・作業療法士に求められる心理的理解の基礎として、臨床心理学の主要な領域を概
観する。心身相関や対人関係への理解を深め、リハビリテーション場面における適切な関わりの基盤
を形成することを目的とする。 

【到達目標】 
 １．臨床心理学の主要な領域と基本的な考え方を説明できる。 
 ２．心理的側面が医療・リハビリテーションに及ぼす影響を理解する。 
 ３．リハビリテーション場面における心理的課題を理解し、適切な関わりを考えることができる。 
【教 科 書】町沢静夫編：標準理学療法学・作業療法学 臨床心理学．医学書院，2001． 
【参考書等】下山晴彦編：よくわかる臨床心理学．ミネルヴァ書房，2000． 
【成績評価】■定期試験(100％) □小テスト □課題レポート □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 
性格の構造と理論 
(一般心理学領域) 

性格の構造、類型論と特性論 田村 隆宏 

2 
性格検査 
(一般心理学領域) 

質問紙法、投影法、作業検査法、性格検査実習 〃 

3 
性格の発達 
(一般心理学領域) 

遺伝と環境、養育環境の影響 〃 

4 第 1章、第 2章 臨床心理学概論、神経症とＤＳＭの診断体系 〃 

5 第 3章 不安障害 〃 

6 第 4章、第 5章 身体表現性障害、解離性障害 〃 

7 第 6章、第 7章 適応障害、パーソナリティ障害 〃 

8 第 8章、第 9章 摂食障害、統合失調症 〃 

9 第 10 章、第 11 章 依存症、気分障害 〃 

10 第 12、13、14章 てんかん、睡眠障害、性障害 〃 

11 第 15 章  子どもの精神障害とその周辺 〃 

12 第 16 章、第 17 章 老化とその障害、リラクゼーション法 〃 

13 第 18 章 精神療法 〃 

14 第 19 章、第 20 章 力動精神療法、認知行動療法 〃 

15 第 21 章、第 22 章 薬物療法 〃 

【授業時間外の学習】授業時間外には、教科書の該当箇所を精読し、授業内容の理解を深めること。あ
わせて、医療・リハビリテーション場面を想定しながら、心理的視点の活用について整理すること。
予習、復習に各１時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】出席時間数を満たしていない者には単位を認定しない。 
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【科 目 名】リハビリテーション医学 
【教 員 名】熊谷 正憲、藤井 奈美、奥野 剛史 
【教員の実務経験】□有 
         ■無(教育実績のある教員(熊谷)ならびに作業療法士・理学療法士免許及び経験を 

有する教員(奥野・藤井)が、リハビリテーション医学の基礎について教授す 
る。) 

【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】医学・医療、そしてリハビリ医学・医療は健康の予防・回復・維持増進のために大 
きい実績を上げ、強い信頼を得ています。他方で常に問題・課題は存在していますし、知識・技術の 
目覚ましい発展で新たな問題・課題も生じてきています。 
この講義ではそれらの問題・課題を取り上げ、それを乗り越え解決していく方向性について検討しま 
す。医療は何よりも生命そのものに関わり、そして生活のあり方(QOL)の維持・向上を目指します。 
医療に従事する人は、知らなかったとか、分かっていたけどできなかったでは許されません。他方、 
成果を上げると、患者さんに喜ばれ感謝されます。理学療法にしても作業療法にしても、医療は厳し
い側面を有しつつも、実にやりがいのある仕事です。 
この講義では、テーマごとに生命倫理、特に医療倫理に関わる事例・課題を取り上げ、それらの検討 
を通して、医学的基礎知識を学び、それらの諸課題の克服を目指して深く考え、医療をよりよく実践 
できる姿勢・態度が築けるようにします。それによってリハビリ担当の専門家として生きていく心構 
えができるようにします。 

 そのために皆さんは、事前に配布する資料を読み、質問等を予め考えておけば、授業はいっそう楽し 
  く、充実したものになっていきます。 
【到達目標】 
１．学生の皆さんは、医療・医学には全体として、そして領域ごとに様々な問題・課題があることを 

認識する。それを主として社会的・倫理的問題に絞り、それらを克服するために必要とされる 
ことを学ぶ。 

２．「初めに患者ありき」という医学・医療の原点をしっかり抑えて、医学・医療の基礎的知識や情 
報を学び、医学・医療に欠かせない「法」、「倫理」そして「人間性」の各視点から医学・医療の 
あり方について認識と自覚を深める。 

３．皆さんがこれから学んでいく専門の知識・技術を将来の医療の現場でよりよく発揮し、患者さん 
に感謝され喜んでもらうために欠かせない法や倫理を尊重し守る姿勢や態度、そして何よりも人 
間性を鍛錬して、リハビリの専門家として生きていくという自覚と覚悟が身につく。 

【教 科 書】使用しない。予め講義録を配付する。 
【参考書等】 
 上田敏著：リハビリテーション（ブルーバックス）．講談社,1996～2018． 
 長谷川幹著：リハビリ 生きる力を引き出す．岩波新書，2019． 
赤林朗[ほか]編：入門・医療倫理Ⅰ(改訂版)Ⅱ Ⅲ． 勁草書房，2007～2017． 
木村敏著：あいだ．ちくま学芸文庫，2005(1988)． 
津田敏秀著：医学的根拠とは何か．岩波書店，2013.  
梶田昭著：医学の歴史．講談社学術文庫，2003. 
B.ﾛｳ，北野･中澤訳：医療の倫理ジレンマ解決への手引き．西村書店，2003． 
手嶋豊：医事法入門．有斐閣，2005. 
加藤尚武，加茂直樹編著：生命倫理学を学ぶ人のために．世界思想社，1998． 
矢崎義雄編：医の将来．岩波新書，2011． 

【成績評価】熊谷    ■定期試験(80%) ■小テスト(20％) □課題レポート ■出席状況(参考) 
      奥野・藤井 ■定期試験(100%) □小テスト □課題レポート □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 
リハビリ医学・
医療に不可欠な 
医療倫理 

事例の検討を通して、「本当の意味の人間回復」をめ 
ざすリハビリ医療には知識・技術だけでなく、法的 
・倫理的見識、そしてよりよい人間性の修得が不可欠 
であることを学ぶ。 

熊谷 正憲 

2 
イ ン フ ォ ー ム
ド・コンセント 

患者との信頼関係構築に際して、情報提供のあり方と
患者の意向・気持ちの聴取のあり方について学ぶ。 

〃 

3 脳死と臓器移植  
定着しつつある脳死判定と臓器移植の現状と課題を
認識し、この面から医療の在り方を考える。 

〃 
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4 
遺伝子検査、遺
伝子治療 

遺伝子検査・治療の現状とあるべき姿について認識を 
深め、理学療法・作業療法にも関わってくる再生医療 
についてその課題などを理解し、将来に備える。 

熊谷 正憲 

5 生殖補助医療 
少子化の中での生殖補助医療の現状と課題を認識し、
若い人に特に影響の深いこの医療のあるべき姿を考
える。 

〃 

6 高齢者医療 
増加顕著な高齢者の生き方と医療のあり方について 
考え、理学・作業の療法に関りの極めて深い高齢者が 
よりよく生きるには医療はどうあるべきか検討する。 

〃 

7 
安楽死･尊厳死･
平穏死 

人間に不可避の死に対して医療はどう関わるか？安
楽死問題を中心に検討し、自分自身の死生観を豊かに
して、医療者として死に向かい合うことの意義を理解
し、実践に備える態度を築く。 

〃 

8 
医療倫理と環境
倫理 

よい環境なくしては健康は増進できないことを十分 
理解し、医療倫理が環境倫理と密接な関係にあること 
を踏まえて、法・倫理・人間性の重要性を重ねて確認 
し、医療人になった時の心構えの確立を目指す覚悟が 
できる。 

〃 

9 
専門職の法・倫
理・人間性 

専門職セラピスト(理学療法士・作業療法士)としてな
ぜ法や倫理を修得し、人間性を鍛えなければならない
かを、これまでの授業を踏まえつつ確認し、専門職と
して生きる基本的態度・心構えができているかどうか
をふり返り、今後の学びの出発点とすることができ
る。 

〃 

10 
運動器疾患のリ
ハビリテーショ
ン 

運動器疾患のリハビリテーションの対象となる疾患
の概要を知り、運動器疾患に関わる専門職およびその
役割について理解する。 

藤井 奈美 

11 
循環器疾患のリ
ハビリテーショ
ン 

循環器疾患のリハビリテーションの対象となる疾患
の概要を知り、循環器疾患に関わる専門職およびその
役割について理解する。 

〃 

12 
呼吸器疾患のリ
ハビリテーショ
ン 

呼吸器疾患のリハビリテーションの対象となる疾患
の概要を知り、呼吸器疾患に関わる専門職およびその
役割について理解する。 

〃 

13 
脳血管疾患のリ
ハビリテーショ
ン 

脳血管疾患のリハビリテーションの対象となる疾患
の概要を知り、脳血管疾患に関わる専門職およびその
役割について理解する。 

奥野 剛史 

14 
神経筋疾患のリ
ハビリテーショ
ン 

神経筋疾患のリハビリテーションの対象となる疾患
の概要を知り、神経筋疾患に関わる専門職およびその
役割について理解する。 

〃 

15 
精神疾患のリハ
ビリテーション 

精神疾患のリハビリテーションの対象となる疾患の
概要を知り、精神疾患に関わる専門職およびその役割
について理解する。 

〃 

【授業時間外の学習】資料・講義録に目を通しておく、小テストにそなえることができる。また関連事 
項を調べる、「レポート」課題に答える準備となる。予習及び復習に各 1 時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義録を事前に読んでおくこと、口頭・及び文書(小テストを含む)で積極的に 
質問や「意見」を述べた学生に一定の評価を与える。 

【オフィスアワー】 
藤井：毎月曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 

 奥野：毎月曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
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【科 目 名】リハビリテーション概論 
【教 員 名】森下 照大 
【教員の実務経験】□有 
                  ■無(理学療法士免許及び経験を有する教員が、理学療法士および作業療法士に必 
            要なリハビリテーションの基本的な考え方について講義を行う。) 
【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】理学療法士および作業療法士に必要なリハビリテーションの基本的な考え方を理解 
 する。また、リハビリテーションに関わる職種を知り各職種の役割やチームでの連携について理解す 
る。さらに、理学療法士および作業療法士に必要なリハビリテーションおよび各疾患での考え方につ 
いて理解する。また、リハビリテーション医療で理学療法士および作業療法士に必要な知識や技術に 
ついて理解する。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．理学療法士および作業療法士に必要なリハビリテーションの基本的な考え方を説明できる。 

 ２．リハビリテーションに関わる職種とその役割について説明できる。 
３．理学療法士および作業療法士に必要なリハビリテーションおよび各疾患での考え方を説明できる。 

 ４．リハビリテーション医療で理学療法士および作業療法士に必要な知識や技術について説明できる。 
【教 科 書】なし 適宜資料配付 
【参考書等】中村隆一編：入門リハビリテーション概論 第７版．医歯薬出版，2009． 
【成績評価】■定期試験(80％) □小テスト ■課題レポート(20％) □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 
リハビリテーシ
ョンの基礎 

リハビリテーションの基本的考え方について理解す
る(定義・領域・変遷) 

森下 照大 

2 〃 
リハビリテーションに関わる職種を知り、各職種の役
割およびチームでの連携について理解する 

〃 

3 〃 
リハビリテーション医療の主な障がいの分類および
各疾患について理解する 

〃 

4 〃 
リハビリテーション医療が提供される流れについて
理解する 

〃 

5 〃 
リハビリテーション医療での理学療法士・作業療法士
の役割について理解する 

〃 

6 障がいの理解 
障がいのある方の心身について理解を深め、その受容
過程について学ぶ 

〃 

7 〃 
障がいの捉え方について理解する ＩＣＩＤＨにつ
いて 

〃 

8 〃 障がいの捉え方について理解する ＩＣＦついて 〃 

9 
リハビリテーシ
ョン医療 

身体障がいのリハビリテーションで必要な知識や技
術について理解する ① 

〃 

10 〃 
身体障がいのリハビリテーションで必要な知識や技
術について理解する ② 

〃 

11 〃 
身体障がいのリハビリテーションで必要な知識や技
術について理解する ③ 

〃 

12 〃 
身体障がいのリハビリテーションで必要な知識や技
術について理解する ④ 

〃 

13 〃 
精神障がいのリハビリテーションで必要な知識や技
術について理解する 

〃 

14 自立支援 
自立支援に関するリハビリテーションについて理解
する 

〃 

15 就労支援 
就労支援に関するリハビリテーションについて理解
する 

〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語を確認するとともに内容 
 をノートにまとめておくこと。十分な理解を得るためには予習復習に、2時間程度を要する。 
【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取組みの姿勢(私 
 語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず配付資料およびタブレットを持参すること。 
疑問点があれば積極的に質問すること。 

【オフィスアワー】水曜日 17時から 17時 30分(本館事務室前) 
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【科 目 名】地域保健医療福祉論 
【教 員 名】池村 健、来田 晃幸、松村 幸治、河野 裕美子 
【教員の実務経験】□有 
                  ■無(臨床の理学療法士(池村・来田)、作業療法士(松村)ならびに作業療法士とし 

ての実務経験のある教員(河野)が、地域医療と福祉の基礎について講義を行 
う。) 

【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】理学療法士・作業療法士および看護師が、地域の医療・保険・福祉の中で、どのよ 
 うな役割を担っているかについて理解を深める。また、国際的な医療・保健・福祉・リハビリテーシ 
 ョンのトピックスなどについて教授し、見聞を広める。 
【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１． 地域で展開されるリハビリテーションの流れが理解できる。 
２．地域リハビリテーションでの、理学療法士・作業療法士等の専門職の役割を理解できる。 
３．地域の医療・保健・福祉での、関連職種の連携について理解できる。 
４．国際的な医療・保健・福祉とリハビリテーションについて理解できる。 

【教 科 書】資料配付 
【参考書等】なし 
【成績評価】□定期試験 □小テスト ■課題レポート(100%) □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 

地域での作業療法士の役割 

地域リハビリテーションの流れについて学ぶ。 松村 幸治 

2 

地域医療・保健・福祉の中での、作業療法士の役割
および関連職種との連携について学ぶ。 

〃 

3 〃 

4 〃 

5 
これからの地域医療・保健・福祉の中で、求められ
る作業療法士について学ぶ。 

〃 

6 

地域での理学療法士の役割 

県内地域の医療・保健・福祉の中での、理学療法士
の役割および関連職種との連携について学ぶ。 

池村  健 

7 〃 

8 
県内外地域の医療・保健・福祉の中での、理学療法
士の役割について学ぶ。 

〃 

9 
これからの地域医療・保健・福祉の中で、求められ
る理学療法士について学ぶ。 

〃 

10 

多職種連携について 

地域の医療・保健・福祉の中での、看護師と理学療
法士・作業療法士の役割や連携について学ぶ。 
徳島県立総合看護学校第二看護学科との交流を図
る。 

河野裕美子 

11 〃 

12 

国外での理学療法士の活躍 JICAの活動と世界の理学療法士の動向 

来田 晃幸 

13 〃 

14 〃 

15 〃 

【授業時間外の学習】毎週講義前に復習を行う。予習及び復習に各 1時間程度を要する。 
【履修条件・注意事項】疑問があれば積極的に質問する。 
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【科 目 名】社会保障経済学 
【教 員 名】白山 靖彦 
【教員の実務経験】□有 
         ■無(三重県福祉行政に従事した経験を持つ教員がその経験を活かし、社会保障経 
            済について講義や演習を行う。) 
【授業方法】■講義   □演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】理学療法学科、作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】わが国の社会保障制度を理解し、経済との関連を学ぶ。 
【到達目標】社会保障制度の全体の仕組みと経済との関連、および５つの公的社会保険制度を理解する。 
【教 科 書】なし 
【参考書等】なし 
【成績評価】■定期試験(70％) ■小テスト(30％) □課題レポート □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 社会保障とは 社会保障の定義と経済との関係を理解する 白山 靖彦 

2 医療保険① 医療保険の制度と種類を理解する 〃 

3 医療保険② 療養費などについて理解する 〃 

4 医療保険③ 後期高齢者医療について理解する 〃 

5 年金① 年金制度の仕組みについて理解する 〃 

6 年金② 国民基礎年金について理解する 〃 

7 年金③ 国民厚生年金について理解する 〃 

8 高齢者福祉 認知症関連法制度について理解する 〃 

9 障害福祉① 障害者総合支援法について理解する 〃 

10 障害福祉② 障害福祉サービスについて理解する 〃 

11 介護保険① 介護保険制度の仕組みについて理解する 〃 

12 介護保険② 保険者と被保険者との関係について理解する 〃 

13 介護保険③ 介護保険サービスの種類について理解する 〃 

14 雇用保険 雇用保険制度の仕組みについて理解する 〃 

15 労災保険 労災保険制度の仕組みについて理解する 〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語や配付された資料を確認 
するとともに、その内容を自分なりに自己学習ノートにまとめておくこと。十分な理解を得るために 
は予習及び復習には、各２時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
(私語や受講態度)については厳しく指導する。 
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【科 目 名】作業療法概論 
【教 員 名】河野裕美子 
【教員の実務経験】■有(作業療法士として実務経験のある教員が臨床経験を活かし、作業療法の基礎 

について講義および演習を行う。) 
                  □無 
【授業方法】■講義   ■演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・２単位(60時間) 
【授業概要と目的】作業療法についての概要を理解し、活躍する領域や役割、専門性について教授する。 
保健医療福祉領域で活躍する作業療法士としての倫理観と基本的姿勢が構築される事を目的とする。 
また、福祉住環境コーディネーターの基礎について理解することを目的とする。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．専門家としてのアイデンティティの意味と倫理観を理解できる。 
２．作業療法の定義、領域を理解でき、口頭にて説明できる。 
３．人と作業の意味を身体・精神的側面から理解でき、口頭にて説明できる。 
４．作業療法の専門性、専門技術とは何かを説明でき、口頭にて説明できる。 

【教 科 書】 
東登志夫監修および編集：作業療法学概論テキスト．南江堂, 2023． 
東京商工会議所編：福祉住環境コーディネーター検定試験 ２級 公式テキスト 改訂７版． 
資料配付および配信 

【参考書等】長崎重信監修：作業療法学ゴールド・マスター・テキスト 作業療法学概論 改訂第４版． 
メジカルビュー社，2021． 

【成績評価】■定期試験(90％) □小テスト ■課題レポート(10％) □その他 

【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 作業療法とは 
人間性の尊重、障害について、リハビリテーションに

ついて教授する。 
河野裕美子 

2 作業療法と作業 作業の定義を教授する。 〃 

3 作業の視点 作業の意味、目的を教授する。 〃 

4 作業療法の歴史 世界・日本の作業療法の変遷を教授する。 〃 

5 作業療法の基礎 作業療法の定義、対象、手段などを教授する。 〃 

6 ＩＣＦ① 国際疾病分類と国際生活機能分類の基礎を教授する。 〃 

7 ＩＣＦ② 事例検討 〃 

8 世界の作業療法 日本と諸外国の作業療法の現状を教授する。 〃 

9 対象と領域 作業療法の対象と領域を教授する。 〃 

10 実践過程① 作業療法評価の基礎を教授する。 〃 

11 実践過程② 目標設定や支援の実際を教授する。 〃 

12 理論と技術 作業療法のプロセスや各理論の基礎を教授する。 〃 

13 身体障害領域① 対象疾患と病期別評価の基礎を教授する。 〃 

14 身体障害領域② 対象疾患の時期別介入の基礎を教授する。 〃 

15 身体障害領域の見学 実際の作業療法場面の見学、デイリーノート作成。 〃 

16 精神障害領域① 対象疾患と病期別評価の基礎を教授する。 〃 

17 精神障害領域② 対象疾患の時期別介入の基礎を教授する。 〃 

18 発達障害領域① 対象疾患と病期別評価の基礎を教授する。 〃 
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19 発達障害領域② 対象疾患と時期別介入の基礎を教授する。 河野裕美子 

20 老年期障害領域① 対象疾患と病期別評価の基礎を教授する。 〃 

21 老年期障害領域② 対象疾患と時期別介入の基礎を教授する。 〃 

22 見学実習のまとめ 見学実習のふりかえりとまとめ。 〃 

23 見学実習・報告会 見学自習のふりかえり報告会。 〃 

24 関連法規 作業療法業務に関する法制度の基礎を教授する。 〃 

25 
記録・報告・リスク
管理 

作業療法で必要な記・報告・リスク管理を教授する。 〃 

26 研究とエビデンス 研究の基礎を教授する。 〃 

27 教育 養成教育制度の基礎を教授する。 〃 

28 福祉住環境① 
障害者の生活と住環境・障害者福祉施策について教授
する。 

〃 

29 福祉住環境② 
福祉住環境コーディネーターの役割と機能、職業倫理
について教授する。 

〃 

30 福祉住環境③ 
福祉住環境整備における社会的ニーズについて教授す
る。 

〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語を確認するとともに、タ 

ブレットに配信された授業資料を基に、その内容を自分なりにノートにまとめておくこと。十分な理 

解を得るためには予習及び復習には、各２時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 

(私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず指定された教科書およびタブレットなど 

を持参すること。また、疑問点があれば積極的に質問をすること。なお、タブレットを必ず持参しな 

ければ受講できないので注意すること。 

【オフィスアワー】毎水曜日 17時から 17時 30分まで(本館事務室前) 
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【科 目 名】基礎作業学Ⅰ 
【教 員 名】河野 裕美子 
【教員の実務経験】■有(作業療法士として実務経験のある教員がその経験を活かし、臨床における基 

礎作業学について講義・演習を行う。) 
                  □無 
【授業方法】■講義   ■演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】基礎的な作業活動を通じて作業学の理解を深め、作業分析を学ぶことを目的とする。 
【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．作業の持つ意味について理解できる。 

 ２．作業における材料や道具の扱いについて理解できる。 
 ３．作業についての応用や禁忌事項、段階付けについて理解できる。 
 ４．作業についてリスク管理ができ、基礎的な作業分析ができる。 
【教 科 書】適宜資料配付 
【参考書等】長崎重信監修：作業療法学ゴールド・マスター・テキスト 作業学 第３版．メジカル 
ビュー社，2021． 

【成績評価】□定期試験 ■小テスト（50％） ■課題レポート(50％) □その他 

【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 革細工 革細工の全体像を教授する。 河野 裕美子 

2 革細工 演習① 道具の名称、扱い方を教授し、作業活動を実施する。 〃 

3 革細工 演習② 革細工での禁忌事項を教授し、作業活動を実施する。 〃 

4 革細工 演習③ 革細工の応用・展開を教授し、作業活動を実施する。 〃 

5 革細工 まとめ  革細工の作業分析を行う。 〃 

6 タイルモザイク  タイルモザイクの全体像を教授する。 〃 

7 タイルモザイク演習④ タイルモザイクの全体像を教授する。 〃 

8 タイルモザイク演習⑤  道具の名称、扱い方を教授し、作業活動を実施する。 〃 

9 タイルモザイク演習⑥ 禁忌事項を教授し、作業活動を実施する。 〃 

10 タイルモザイク演習⑦  応用・展開を教授し、作業活動を実施する。 〃 

11 タイルモザイクまとめ  タイルモザイクの作業分析を行う。 〃 

12 貼り絵 演習⑧ 貼り絵の全体像を教授し、作業活動を実施する。 〃 

13 貼り絵 まとめ 貼り絵の作業分析を行う。 〃 

14 マクラメ演習⑨ マクラメの全体像を教授し、作業活動を実施する。 〃 

15 マクラメまとめ マクラメの作業分析を行う。 〃 

【授業時間外の学習】事前にタブレットに学習資料の配信を行うので予習復習を各 1時間程度すること。 
【履修条件・注意事項】タブレットを忘れずに準備すること。講義や演習に関しては個人で行う活動な 
らびにグループで行う活動については協力して取り組めるよう授業に集中すること。様々な基本的作 
業活動を体験することで基本的な道具や備品などの知識を深めるとともに禁忌事項についても学ぶ。
十分な理解を得るためには予習及び復習には、各２時間程度を要する。 

【オフィスアワー】毎水曜日 17時から 17時 30分まで(本館事務室前) 
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【科 目 名】基礎作業学Ⅱ 
【教 員 名】田村 佳代、河野 裕美子 
【教員の実務経験】■有(作業療法士として実務経験のある教員(河野)がその経験を活かし、臨床にお

ける基礎作業学について講義および演習を行う。大谷焼伝統工芸士(田村)が
陶芸の技術と知識を教授する。) 

              □無 
【授業方法】■講義   ■演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】学生は、基礎的な作業活動を通じて作業学の理解を深め、作業分析を学ぶことを目 
的とする。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．作業の持つ意味について理解できる。 

 ２．作業における材料や道具の扱いについて理解できる。 
 ３．作業についての応用や禁忌事項、段階付けについて理解できる。 
 ４．作業についてリスク管理ができ、基礎的な作業分析ができる。 
【教 科 書】適宜配付 
【参考書等】長﨑重信監修：作業療法学ゴールド・マスター・テキスト 作業学 第３版．メジカルビュ 
ー社，2021．  

【成績評価】□定期試験 ■小テスト（50％） ■課題レポート(50％) □その他 

【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 毛糸苔玉 毛糸苔玉の作業特性について教授と演習を行う。 河野裕美子 

2 ぬり絵 ぬり絵の作業特性について教授と演習を行う。 〃 

3 グループ活動① 学生同士で作業立案・実施・報告を行う。 〃 

4 グループ活動②  学生同士で作業立案・実施・報告を行う。 〃 

5 グループ活動③ 学生同士で作業立案・実施・報告を行う。 〃 

6 グループ活動④  学生同士で作業立案・実施・報告を行う。 〃 

7 まとめ  グループ活動で実施した作業分析とまとめ 〃 

8 陶芸 陶芸 オリエンテーションと計画立案について 田村 佳代 

9 演習⑥  陶芸の道具と備品について(基本的道具) 〃 

10 演習⑦  陶芸の技法について(土練り・紐作り) 〃 

11 演習⑧  陶芸の技法について(ろくろつくり) 〃 

12 演習⑨  陶芸の技法について(高台つくり) 〃 

13 演習⑩  陶芸の技法について(釉薬について) 〃 

14 陶芸  陶芸の作業分析を実施する  河野裕美子 

15 まとめ 基礎作業学 まとめ 〃 

【授業時間外の学習】事前にタブレットに資料を配信するので確認しておくこと。 
【履修条件・注意事項】タブレットを必ず持参しなければ受講することができない。講義や演習に関し 
ては個人で行う活動ならびにグループで行う活動については協力して取り組めるよう授業に集中す 
ること。十分な理解を得るためには予習及び復習には、各２時間程度を要する。 

【オフィスアワー】河野：毎水曜日 17時から 17時 30分まで(本館事務室前） 
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【科 目 名】作業科学 
【教 員 名】河野 裕美子 
【教員の実務経験】■有(作業療法士として実務経験のある教員が臨床経験を活かし、作業科学の基礎 

について講義および演習を行う。) 
                  □無 
【授業方法】■講義   ■演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】作業科学では、学生が、人間作業モデルの概念を通して、人と作業の関係について 
理解を深め、作業療法の過程とリーズニングについて学ぶことを目的とする。さらに、包括的作業分 
析について学ぶことを目的とする。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．対象者にとって「意味のある作業」を提示することができる。 

 ２．作業活動を通じて包括的作業分析ができる。 
【教 科 書】適宜資料配信および配付 
【参考書等】長崎重信監修 浅沼辰志編集：作業療法学 ゴールド・マスター・テキスト 第３版． 
 メジカルビュー社, 2021. 
【成績評価】■定期試験(100％) □小テスト □課題レポート □その他 

【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 作業遂行① 作業、作業に焦点をあてることを教授する。 河野裕美子 

2 作業遂行② トップダウンプロセス、ボトムアッププロセスを教授する。 〃 

3 作業遂行③ 面接評価・観察評価について教授する。 〃 

4 作業科学 意味ある作業について教授する。 〃 

5 人間作業モデル① 人間作業モデルの概要を教授する。 〃 

6 人間作業モデル② 人間作業モデルの応用について教授する。 〃 

7 ＡＭＰＳ① 作業遂行観察評価の基礎を教授する。 〃 

8 ＡＭＰＳ② 作業遂行観察評価を演習する。 〃 

9 精神分析 精神分析の基礎を教授する。 〃 

10 認知行動療法 認知行動療法の基礎を教授する。 〃 

11 カナダモデル カナダモデルの概要を教授する。 〃 

12 ＣＯＰＭ ＣＯＰＭの概要を教授する。 〃 

13 ＭＴＤＬＰ① 生活行為向上マネジメントの概要を教授する。 〃 

14 ＭＴＤＬＰ② MTDLPアセスメントを演習する。 〃 

15 ＭＴＤＬＰ③ MTDLPプランニングを教授する。 〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語を確認するとともに、タ 
ブレットに配信された授業資料を基に、その内容を自分なりにノートにまとめておくこと。十分な理 
解を得るためには予習及び復習には、各２時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
(私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず指定された教科書およびタブレット、 
実技時には運動着や白衣などを持参すること。また、疑問点があれば積極的に質問をすること。なお、 
タブレットを必ず持参しなければ受講できない。 

【オフィスアワー】毎水曜日 17時から 17時 30分まで(本館事務室前) 
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【科 目 名】作業療法評価学Ⅰ 
【教 員 名】田村 恭佑 
【教員の実務経験】■有(作業療法士として実務経験のある教員がその経験を活かし、基本的な作業療 

法評価について講義演習を行う。) 
         □無 
【授業方法】■講義   □演習   ■実習、実験、実技 
【学科・学年・期】 作業療法学科・１年・前期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】作業療法評価場面で用いる各種検査・測定にはどのようなものがあるかを学修し、 
その方法を理解する。また、実技を踏まえ、より実践的内容を習得することを目的とする。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．作業療法場面で用いる検査・測定を列挙できる 

 ２．検査・測定の意義・目的について説明することが出来る 
３．検査・測定を正しい方法で実施できる 

【教 科 書】能登真一ほか編集：標準作業療法学 作業療法評価学 第４版．医学書院，2024. 
【参考書等】潮見泰藏，下田信明編集：PT・OTビジュアルテキスト リハビリテーション基礎評価学. 羊 
土社，2014.  

【成績評価】■定期試験(実技 60％) ■小テスト(40％) □課題レポート 
 ■その他(服装・身だしなみが不適切な場合減点) 

【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 バイタルサイン 
バイタルサイン(脈拍、呼吸、血圧、体温)の正常値、
測定の意義について教授する。 

田村 恭佑 

2 実技① 脈拍・呼吸測定と注意点について教授する。 〃 

3 実技② 血圧測定の流れと注意点について教授する。 〃 

4 形態測定 
形態測定の目的や意義について教授する。 
基準点・指標の触診 

〃 

5 実技③ 四肢長・周径の計測方法について教授する。 〃 

6 関節可動域 
関節可動域の目的や意義、測定の注意事項について 
教授する。 

〃 

7 実技④ 関節可動域測定①上肢（肩甲帯） 〃 

8 実技⑤ 関節可動域測定②上肢（肘関節、前腕） 〃 

9 実技⑥ 関節可動域測定③上肢（手関節、手指） 〃 

10 実技⑦ 関節可動域測定④体幹および下肢（股関節） 〃 

11 実技⑧ 関節可動域測定⑤体幹および下肢（膝関節） 〃 

12 実技⑨ 関節可動域測定⑥体幹および下肢（足関節、足趾） 〃 

13 実技⑩ 関節可動域測定⑦まとめ 〃 

14 反射検査 反射検査の意義と目的、記録方法について教授する。 〃 

15 実技⑪ 表在反射、病的反射 〃 

【授業時間外の学習】解剖学・生理学・運動学等の基礎知識について、事前に知識を整理しておくこと。 
その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語や配信された資料を確認するとともに、その 
内容を自分なりに自己学習ノートを作成し、まとめておくこと。十分な理解を得るためには予習及び 
復習には、各２時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
(私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず配付された資料およびタブレットを持 
参すること。また、疑問点があれば積極的に質問をすること。指定された時は白衣着用。指定時以外 
はジャージを着用すること。 

【オフィスアワー】毎金曜日 17 時から 18 時(本館事務室前)必要時は教室ならび特別教室を利用する。 
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【科 目 名】作業療法評価学Ⅱ 
【教 員 名】髙田 弓 
【教員の実務経験】■有(作業療法士として実務経験のある教員がその経験を活かし、基本的な作業療 

法評価について講義演習を行う。) 
                  □無 
【授業方法】■講義   □演習   ■実習、実験、実技 
【学科・学年・期】 作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】作業療法評価場面で用いる各種検査・測定にはどのようなものがあるかを学習し、 
その方法を理解する。また、実技を踏まえ、より実践的内容を習得することを目的とする。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．作業療法場面で用いる検査・測定を列挙できる。 

 ２．検査・測定の意義・目的について説明することが出来る。 
３．検査・測定を正しい方法で実施できる。 

【教 科 書】 
能登真一ほか編集：標準作業療法学 作業療法評価学 第４版．医学書院，2024. 

 Helen J.hislop,Dale Avers,Marybeth Brown著：新・徒手筋力検査法 原著第 10版．協同医書出版 
社，2014. 

【参考書等】潮見泰藏，下田信明編集：PT・OTビジュアルテキスト リハビリテーション基礎評価学. 羊 
土社，2014. 

【成績評価】■定期試験(実技 60％) ■小テスト(40％) □課題レポート 
 ■その他(服装・身だしなみが不適切な場合減点) 

【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 感覚検査 感覚検査意義と目的、一般的注意について教授する。 髙田 弓 

2 実技① 感覚検査について(表在感覚)① 〃 

3 実技② 感覚検査について(表在感覚)② 〃 

4 実技③ 感覚検査について(深部感覚) 〃 

5 ММＴの目的 
徒手筋力検査の意義と目的、判定基準、注意事項につ
いて教授する。 

〃 

6 実技④ 徒手筋力検査(触察のポイント) 〃 

7 実技⑤ 徒手筋力検査(肩甲帯)① 〃 

8 実技⑥ 徒手筋力検査(肩甲帯)② 〃 

9 実技⑦ 徒手筋力検査(前腕・手関節)① 〃 

10 実技⑧ 徒手筋力検査(前腕・手関節・手指)② 〃 

11 実技⑨ 徒手筋力検査(股関節)① 〃 

12 実技⑩ 徒手筋力検査(股関節)② 〃 

13 実技⑪ 徒手筋力検査(膝関節・足関節・その他)① 〃 

14 実技⑫ 徒手筋力検査(膝関節・足関節・その他)② 〃 

15 実技⑬ 徒手筋力検査(まとめ) 〃 

【授業時間外の学習】解剖学・生理学・運動学等の基礎知識について、事前に知識を整理しておくこと。 
その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語や配信された資料を確認するとともに、その 
内容を自分なりに自己学習ノートを作成し、まとめておくこと。十分な理解を得るためには予習及び 
復習には、各２時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
(私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず配付された資料およびタブレットを持参
すること。また、疑問点があれば積極的に質問をすること。指定された時は白衣着用。指定時以外は
ジャージを着用すること。 

【オフィスアワー】毎金曜日 17時から 17時 30分まで(本館事務室前) 
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【科 目 名】作業療法評価学演習Ⅰ 
【教 員 名】田村 恭佑、髙田 弓 
【教員の実務経験】■有(作業療法士として実務経験のある教員(田村・髙田)がその経験を活かし、臨 

床における作業療法評価の演習を行う。) 
         □無 
【授業方法】■講義   ■演習   ■実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】臨床実習に向けた作業療法評価の統合と解釈を中心に、実践的な治療計画の立案に 
ついて学ぶ。 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．基本評価の意義・目的を述べ、実施することができる。  
２．健常者における基本動作の観察ができ、観察内容を文章にて表現する事ができる。 

 ３．評価結果を統合と解釈することができる。 
【教 科 書】能登真一ほか編集：標準作業療法学 専門分野 作業療法評価学 第４版．医学書院，2024. 
【参考書等】なし 
【成績評価】■定期試験（60％：脳神経検査・姿勢反射検査）  

■小テスト(40％：筋緊張検査・協調性検査) □課題レポート □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 筋緊張検査 筋緊張検査の意義と目的(筋緊張の異常や徴候) 髙田 弓 

2 演 習① 筋緊張検査における主観的検査・客観的検査 〃 

3 演 習② 筋緊張検査とＡＤＬへの影響について教授する。 〃 

4 協調運動検査① 協調運動障害とは    〃 

5 協調運動検査② 協調運動障害の検査測定の注意事項 〃 

6 演 習③ 協調運動障害の検査測定 〃 

7 協調運動検査③ 協調運動障害の検査測定結果の解釈 〃 

8 脳神経検査 舌咽神経、迷走神経、副神経、舌下神経について 田村 恭佑 

9 演 習④ 嗅神経、三叉神経、顔面神経について 〃 

10 演 習⑤ 内耳神経について 〃 

11 演 習⑥ 視神経、動眼神経、滑車神経、外転神経について 〃 

12 演 習⑦ 脳神経検査まとめ 〃 

13 姿勢反射検査 姿勢反射検査の意義と目的(立ち直り反応・平衡反応) 〃 

14 演 習⑧ 静的姿勢の観察と動的姿勢の観察について教授する。 〃 

15 演 習⑨ 立ち直り・平衡反応検査について教授する。 〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語を確認するとともに、タ 
ブレットに配信された授業資料を基に、その内容を自分なりにノートにまとめておくこと。十分な理 
解を得るためには予習及び復習には、各２時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
(私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず指定された教科書およびタブレット、 
実技時には運動着や白衣などを持参すること。また、疑問点があれば積極的に質問をすること。なお、 
タブレットを必ず持参しなければ受講できない。指定された時は白衣着用。指定時以外は運動着を着
用すること。 

【オフィスアワー】田村・髙田：毎金曜日 17時から 17時 30分まで(本館事務室前) 
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【科 目 名】基礎作業療法治療学 
【教 員 名】奥野 剛史、田村 恭佑 
【教員の実務経験】■有(作業療法士として実務経験のある教員が臨床経験を活かし、作業療法の基礎 

について講義および演習を行う。) 
                  □無 
【授業方法】■講義   □演習   ■実習、実験、実技 
【学科・学年・期】作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数（時間数）】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】作業療法士が臨床的に行う運動療法と機能的作業療法の基礎について教授する。運 
動学・解剖学・生理学の統合を行い、運動のメカニズムと臨床で必要な運動療法の概念を理解し、各 
疾患の病理病態に対する運動療法についての基礎的理解と基礎的徒手技術を獲得できることを目的 
とする。 

【授業目標】学生は、以下のことができるようになる。 
１．機能的作業療法の目的とその効果について口頭で説明できる。 

  ２．各関節に対する ROM 訓練（上肢）が実施でき、根拠を口頭で説明することができる。 
【教 科 書】資料配付および配信 
【参考書等】 
中村隆一ほか編：基礎運動学 第７版．医歯薬出版，2025． 
柳澤健編集：ゴールドマスターテキスト理学療法学② 運動療法学.メジカルビュー社.2012 

 小柳磨毅編集：局所と全身からアプローチする運動器の運動療法．第１版．羊土社，2017． 
【成績評価】■定期試験(100％) □小テスト □課題レポート □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 基本概念 機能的作業療法について教授する。 奥野 剛史 

2 機能障害 機能的作業療法の適応について教授する。 〃 

3 能力障害 目的志向型アプローチについて教授する。 〃 

4 リスク管理 禁忌事項と安全の重要性について教授する。 〃 

5 評価と診断 訓練の適応基準を評価と診断の視点から教授する。 〃 

6 運動療法① 作業療法士が実施する運動療法の基礎について。 〃 

7 運動療法② 作業療法士が実施する運動療法の実際について。 〃 

8 運動療法③ 作業療法士が実施する運動療法の適応について。 〃 

9 エビデンス 運動療法の治療効果のエビデンスを教授する。 〃 

10 実技① 基礎的な運動療法を経験して効果を実感する。 〃 

11 作業と運動 機能的作業療法の実際について教授する。 田村 恭佑 

12 実技② 肩甲帯の関節可動域訓練について教授する。 〃 

13 実技③ 手関節・手指の可動域訓練について教授する。 〃 

14 統合と解釈 関節可動域訓練を行い治療効果を検証する。 〃 

15 中枢神経 脳幹と運動の関係について教授する。 〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語を確認するとともに、そ
の内容を自分なりにノートにまとめておくこと。十分な理解を得るためには予習及び復習には、各２
時間程度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
(私語や受講態度）については厳しく指導する。講義には必ず指定された教科書およびタブレット、 
実技時には運動着や白衣などを持参すること。また、疑問点があれば積極的に質問をすること。 

【オフィスアワー】奥野・田村：毎月曜日の 17時から 17時 30分まで（本館事務室前） 
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【科 目 名】生活環境論 
【教 員 名】井手 法子、大前 博司 
【教員の実務経験】□有 
                  ■無(作業療法士免許及び経験を有する教員(井手)と臨床の作業療法士(大前)がそ

の経験を活かし、生活環境に関する講義および演習を行う。) 
【授業方法】■講義   ■演習   □実習、実験、実技 
【学科・学年・期】 作業療法学科・１年・後期 
【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(30時間) 
【授業概要と目的】高齢者や障害者が住みやすい街づくりや、住環境整備における作業療法士の役割を 
理解できることを目的とする。（福祉住環境コーディネーター２級資格取得を目指す内容を含む） 

【到達目標】学生は、以下のことができるようになる。 
 １．障害者・高齢者の住みやすい街について説明できる。 
２．車椅子の調整および介助方法を説明できる。 
３．住宅改修に関わる家屋構造の基礎を理解する。 
４．疾患に合わせた住宅改修のポイントを説明できる。 

【教 科 書】東京商工会議所編：福祉住環境コーディネーター検定試験 ２級 公式テキスト 改訂７版． 
【参考書等】適宜資料配信および配付 
【成績評価】□定期試験 ■小テスト（井手 40％,大前 30％） ■課題レポート(30％) □その他 
【授業計画】 

回数 テーマ 授 業 内 容 教員名 

1 社会状況 高齢者を取り巻く社会状況について教授する。 井手 法子  

2 社会状況 高齢者を取り巻く社会状況について教授する。 〃 

3 社会状況 高齢者を取り巻く社会状況について教授する。 〃 

4 ニーズ 住環境整備支援の役割と機能について教授する。 〃 

5 活動支援 活動を育むリハビリテーションについて教授する。 〃 

6 援助の実践 相談援助や整備の進め方について教授する。  

7 基本技術 整備の基本技術および知識について教授する。 〃 

8 福祉用具 福祉機器について教授する。 〃 

9 住宅改修 住宅改修の基礎知識について教授する。 大前 博司 

10 関連制度 
住宅改修の基礎知識について関連する制度について

教授する 
〃 

11 生活動線 日常生活と住宅の動線について教授する。 〃 

12 演 習③ 症例について検討する。 〃 

13 演 習④ 症例について検討する。（グループワーク） 〃 

14 まとめ 事例①について情報の整理をする。 井手 法子 

15 演 習⑤ 事例①について演習する。 〃 

【授業時間外の学習】その日のうちに復習を行い、講義で指摘された専門用語や配信された資料を確認 
するとともに、その内容を自分なりに自己学習ノートを作成し、まとめておくこと。また、授業で学 
んだ内容を自分自身の生活と照らし合わせて考えることが重要である。予習及び復習には各 1時間程
度を要する。 

【履修条件・注意事項】講義中は講義内容を理解することに注意を払う。講義に対する取り組みの姿勢 
(私語や受講態度)については厳しく指導する。講義には必ず配布された資料およびタブレットを持参
すること。グループ学習では積極的に発言し、能動的に学習に取り組むこと。 

【オフィスアワー】井手：毎金曜日 17時 00分から 17時 30分(本館事務室前) 
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【科 目 名】見学体験実習 

【教 員 名】臨床実習指導者 

【教員の実務経験】■有(臨床実習指導者(作業療法士)が作業療法士に必要な知識および技術について 

指導を行う。) 

                  □無 

【授業方法】□講義   □演習   ■実習(実習、実験、実技) 

【学科・学年・期】作業療法学科・１年・前期 

【必／選・単位数(時間数)】必修・１単位(45時間) 

【授業概要と目的】実習期間は、前期５日間とする。臨床実習施設において、学生は、臨床実習指導者

(作業療法士)のもとで、作業療法士の業務を見学し、将来作業療法士として対象者に接する際に必要

な基本的知識・技術・態度を身につけることを目的とする。 

【到達目標】学生は、作業療法士としての適性能力や必要な基礎知識を理解することができる。 

【教 科 書】実習の手引き 

【参考書等】なし 

【成績評価】□定期試験 □小テスト □課題レポート ■その他(実習施設評価 100％) 

【授業計画】 

実習名 実習期間 

見学体験実習 令和８年７月中(５日) 

【授業時間外の学習】臨床実習指導者(作業療法士)に指導および指示された内容について予習と復習 

 を行う。 

【履修条件・注意事項】実習の手引き参照 

【オフィスアワー】学校(担任)への電話連絡 
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【科 目 名】基礎評価実習 

【教 員 名】臨床実習指導者 

【教員の実務経験】■有(臨床実習指導者(作業療法士)が作業療法士に必要な知識および技術について 

指導を行う。) 

                  □無 

【授業方法】□講義   □演習   ■実習(実習、実験、実技) 

【学科・学年・期】作業療法学科・１年後期・２年前期 

【必／選・単位数(時間数)】必修・３単位(１年後期 45時間・２年前期 90時間) 

【授業概要と目的】実習期間は、１年後期は５日間、２年前期は１０日間とする。学生は、見学体験実 

習で学んだ内容とその後の学習で理解した知識と技術を活かし、臨床実習施設において、臨床実習指 

導者(作業療法士)のもとで、作業療法士のより専門的な業務を見学・模倣し、将来作業療法士として 

対象者に接する際に必要な実践的な知識・技術・態度を身につけることを目的とする。なお、実習形

態は参加型とする。 

【到達目標】学生は福祉の現場(通所リハビリテーション又は訪問リハビリテーション)を体験すること 

により、医療従事者としての規律の遵守と、その実習施設における事業体系や目的、およびリハビリ 

テーションチームとしての役割を理解することができる。 

【教 科 書】実習の手引き 

【参考書等】なし 

【成績評価】□定期試験 □小テスト □課題レポート ■その他(実習施設評価 100％) 

【授業計画】 

実習名 実習期間 

基礎評価実習 
令和８年 11月中(５日) 

令和８年６月下旬から７月上旬(10日) 

【授業時間外の学習】臨床実習指導者(作業療法士)に指導および指示された内容について予習と復習 

 を行う。 

【履修条件・注意事項】実習の手引き参照 

【オフィスアワー】学校(担任)への電話連絡 
 

 


